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※１バックアップリングの向き、分割部の位置
（１）バックアップリングの羽根部がゴム輪側にあること。
（２）バックアップリング分割部とロックリング分割部が重ならないこと。		
※２押輪～受口巻各：最大値－最小値≦５㎜（同一円周上）
※３ゴム輪の出入り状態
（１）同一円周上にA、Cまたは、A,B,Cが同時に存在しないこと。
（２）ゴム輪の角部が押輪に乗り上げめくれ状態（右図）が存在しないこと。図　接合不良の例

※４白線B～受口間隔：最大値－最小値≦X（X:上表参照）

	備考
[bookmark: _GoBack]現場代理人　　　　　　　　　　　　
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